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広報うおづ (2)

記

平成 2年 4月

「平成2年度魚津市予
」一総額212億1614万6千円

予
~ 、 計 名 予算額

削年
対 比

一 市生 £ヨエ』 5十
千円 % 

11，888，000 5.2 

下水道事業会計 2，890，000 32.3 

特 簡易水道事業会計 17，400 ム39.71

思IJ
国民健康保険事業会計 2，382，000 ム 0.6

老人保険医療事業会計 3，670，000 12.0 
正z』z 

農業共済事業会計 106，046 ム11.8

言十 水族館事業会計 262，700 ム 2.7

5十 9，328，146 12.7 

A ロ 計 21，216，146 8.4 

体全
(
総
務
費
)

魚
津
市
を
よ
り
豊
か
な
ま
ち
に

平
成
2
年
4
月
か
ら
、
魚
津
市
名
誉
市
民
川
原
田
政
太

郎
さ
ん
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
N
H
K
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
凄
凄
と
」
が
放
送
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
市
と
し

て
も
全
面
的
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す
。
国
の
統
計
で
最
も
重
要

で
あ
り
、
行
政
の
指
標
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

魚
津
市
の
総
合
的

・
長
期
的
な
施
策
推
進
の
指
標
と
し

て
、
魚
津
市
総
合
計
画
第
五
次
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

そ
の
他
、
税
務
事
務

・
市
民
課
窓
口
事
務
、
交
通
対
策

費
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

(
民
生
費
)

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

身
障
者
介
護
手
当
も
増
額

繰 越 金 250，000千円 2.1%

使用料及び手数料 247，929千円 2.1%

利子容j交付金 160，000千円 1.3%

自動車取得税交付金 140，000千円 1.2%

財産収入 100，274千円 0.8%

ゴルフ喝利用税交付金 30，000千円 0.2%

交通安全対策特別交付金 9，000千円 0.1%

寄 附 金 8，200千円 0.1%

一般会計歳入歳出予算
消防費 325，676千円 2.7%

機会費 212，034千円 1.8%

労働貸 145，543千円 1.2%

予備資 50，000千円 0.4%

災害復旧費 19，059千円 0.2%

諸支出 金 4，030千円 0.0%

税

6，178，000千円

52.0% 

市

地方譲与税 358，000千円

介担金及び負担金

363，515千円 3.1%

諸収入
438，790千円

市
政
の
動
き

3
月
市
議
会
定
例
会

W

3
丹
市
議
会
定
例
会
は
、

3
月
2

ん
日
か
ら
日
日
ま
で
の
四
日
間
に
わ
た

V

っ
て
聞
か
れ
、
次
の
泊
議
案
が
可
決

内
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

九
O
平
成

2
年
度
市
一
般
会
計
予
算

叩

0
平
成

2
年
度
市
下
水
道
、
簡
易
水

~
道
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健

}

医
療
、
農
業
共
済
、
水
族
館
の

6

九
事
業
特
別
会
計
予
算

~
o
平
成

2
年
度
市
水
道
会
計
予
算

♂
0
平
成
元
年

4
月
分
か
ら
同
年

7
月

九
分
ま
で
の
遺
族
年
金
に
係
る
加
算

切
の
年
額
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例

ん

の
設
定
に
つ
い
て

(
平
成
元
年
8

w

月
分
か
ら
実
施
し
た
遺
族
年
金
に

m

係
る
寡
婦
加
算
及
び
遺
族
加
算
の

九
年
額
の
引
き
上
げ
を
同
年
4
月
分

日

か

ら

7
月
分
に
つ
い
て
も
実
施
)

~
o
市
減
償
基
金
条
例
の
設
定
に
つ
い

}

て

(昭
和
日

1
日
年
度
借
り
入
れ

九

の

財

源
対
策
債
の
元
年
度
末
残
高

~
五
億
四
千
五
百
万
円
が
元
年
度
普

♂
通
交
付
税
で
基
準
財
政
需
要
額
に

九

算
入
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
を
将
来

由
の
公
債
負
担
に
備
え
基
金
と
し
て

ん

積
み
立
て
る
)

V
o
市
水
田
農
業
確
立
特
別
対
策
事
業

内
基
金
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

(水

市

田

農

業
確
立
特
別
交
付
金
一
千
六



か
百
八
十
八
万
六
千
円
の
有
効
な
使

川
用
の
た
め
積
み
立
て
る
も
の
)

勤
労
者
生
活
安
定
資
金
の
活
用
を

ぬ
0
魚
津
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益

ん

者
負
担
に
関
す
る
条
例
の
設
定
に

勤
労
者
の
た
め
の
融
資
、
中
高
年
~

つ
い
て

(
公
共
下
水
道
排
水
区
域

齢
者
の
技
能
再
訓
練
補
助
金
、
新
し
叩
内
の
土
地
所
有
者
等
か
ら
受
益
者

〈
社
会
に
出
て
働
く
若
人
の
つ
ど
い

m

負
担
金
を
徴
収
)

な
ど
の
経
費
で
す
。

~
o
市
老
人
居
室
整
備
資
金
の
貸
付
け

れ

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

(
農
林
水
産
業
費
)

…九

る
条
例
の
設
定
に
つ

い
て

(
貸
付

叩
け
限
度
額
を
二
百
万
円
に
引
き
上

農
林
施
設
の
総
合
的
な
整
備
推
進

m~
げ
、
貸
付
け
利
率
を
四
軒
に
引
き

・
農
業
費

一
億
二
千
六
百
万
円

引

下

げ

る

)

農
地
流
動
化
、
転
作
奨
励
補
助
金
山

0
市
心
身
障
害
者
介
護
手
当
支
給
条

な
ど
農
業
振
興
の
た
め
の
諸
施
策
を
w

例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設

引
き
続
き
行
い
ま
す
。
ま
た
国
際
花
と
♂

定
に
つ
い
て

(
介
護
手
当
の
月
額

緑
の
博
覧
会
に
「
か
の
こ
ゆ
り
」
を
引
を
三
千
四
百
円
に
引
き
上
げ
る
)

出
展
し
ま
す
。。

w
o
市
営
住
宅
設
置
条
例
の
一
部
を
改

ん

正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

~
(
川
の
瀬
市
営
住
宅
日
戸
が
完
成

目
す
る
た
め
総
数

ω戸
と
す
る
)

九
0
市
営
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改

d

正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

~
(
天
神
山
野
球
場
の
夜
間
照
明
施

}

設

の

4
月
1
日
供
用
開
始
に
伴
な

九
い
、
使
用
料
金
を
一
面
2
時
間
を

~
限
度
と
し
て
一
千
三
十
円
と
す
る
)

♂

0
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
を
改
正

仇

す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

(危

叩
険
物
の
範
囲
、
指
定
数
量
の
見
直

ん
し
、
貯
蔵
及
び
取
り
扱
い
の
技
術

ザ
上
の
基
準
の
改
正
を
法
に
準
じ
て

の
条
例
を
改
正
)

b

O
字
の
区
域
の
廃
止
に
つ
い
て

〈次
頁
下
段
に
続
く
〉

十
一
億
九
千
五
百
万
円

保
育
所
・
母
子
寮
・
つ
く
し
学
園
・

児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
育
成
の
た
め
の
各
施
設
の

経
費
で
す
。

経
団
保
育
園
が
老
朽
化
し
た
た
め
、

今
年
度
改
築
す
る
た
め
の
費
用
を
計

上
し
ま
し
た
。
ま
た
乳
児

・
母
子

・

父
子

・
妊
産
婦
の
医
療
費
助
成
も
続

け
ま
す
。

・
生
活
保
護
費

二
億
八
百
万
円

生
活
に
困
っ
て
い
る
人
の
最
低
生

活
を
保
障
す
る
た
め
生
活
費
や
医
療

費
を
援
助
し
ま
す
。

-
保
健
衛
生
費一

億
九
千
一
百
万
円

健
康
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
を
増
進
す
る
た
め
、

予
防
注
射
の
実
施
、
乳
児

・
が
ん
検

診
な
ど
の
住
民
検
診
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

ま
た
美
化
運
動
を
推
し
進
め
、
鴨

川
上
流
地
域
で
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
さ
れ
る
方
に
は
引
き
続
き
補
助

金
を
支
給
し
ま
す
。

・
清
掃
費

二
億
一
千
二
百
万
円

ご
み

・
し
尿
収
集
処
理
費
で
す
。

今
年
度
か
ら
不
燃
物
ご
み
の
収
集

回
数
を
増
や
し
ま
す
。
ご
み
の
収
集

日
は
地
区
ご
と
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

収
集
日
を
守
っ
て
き
れ
い
な
街
づ
く

り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

-
社
会
福
祉
費八

億
八
千
八
百
万
円

お
と
し
よ
り
や
障
害
者
の
方
の
た

め
の
費
用
で
す
。

心
身
障
害
者
介
護
手
当

・
ね
た
き

り
老
人
介
護
手
当
を
増
額
し
福
祉
の

充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
今
年
度
か

ら
、
在
宅
介
護
で
苦
労
さ
れ
て
い
る

方
が
気
軽
に
相
談
し
た
り
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
併
せ

て
家
庭
奉
仕
員
も
増
員
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
国
民
健
康
保
険
事
業

会
計
へ
の
繰
出
金
、
ホ
ー
ム
へ
ル
パ

ー
の
派
遣
費
、
施
設
入
所
者
の
経
費
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
補
助

金
な
ど
で
す
。

・
児
童
福
祉
費

(
労
働
費
)

(
衛
生
費
)

不
燃
物
定
期
収
集
回
数
の
増
加

街
ぐ
る
み
美
化
運
動
を

事 業 名 内 " m官』 事業額.， 

経(補団助事保業育)園建設事業 鉄筋コンクリート造り
168，340 平屋建延715m'

団体営ため池等整備事業 下椿水路 32，682 

団体営かんがい排水事業 木下新水路外 lか所 40，990 

第二期山村振興農林漁業
鹿熊外 1か所 26，162 

対策事業

農村総合整備モデル事業 農道整備、防火水槽 81 ，518 

団体 営 林 道 事 業 蛇根谷線外4線 55，000 

山村林業構造改善事 業
池の原線及び生活環境造

25，000 
林施設笠備など

道路改良事業 東尾崎片貝大橋線外2路線 76，449 

駅西地区土地区画整理事業 地下築道線造築造装、移転補償、 212，100 
道路 ・舗

街 路 事 業 北鬼江吉島線(立体交差) 207，100 

早月川緑地公園築造事業 アニスコート 2管面 18，530 
給水管及び電線布設

運動公園築造事業 陸上競技場 402，400 

消防自動車購入事業 第 7分団(上野方) 1台 11 ，845 

松倉小学校プール建設事業 コンクリートプール 385m' 55，300 

東部中学校体育館建設事業
鉄筋平屋建(ピロアィ)

379，200 
延べ1，422m'

交(単通独安事全業施)設整備事業 街路灯 ・反射鏡・防護搬など 12，000 

交通対策事業 駐輪場用地購入など 75，497 

駐車場整備事業 市営駐車場改良 18，091 

県 ・市単土地改良事業
かんがい排水、農道舗装・

77，727 改良、流雪溝など

県単林道・作業道・治山事業 開設治、改良、舗装、作業 42，120 
道 、 山

急傾斜地崩壊対策事業 擁壁工 (日尾) 11 ，850 

市道新設・改良・舗装事業 110，000 

市町村道整備事業 東尾崎片貝大橋線 27，000 

市道消雪施設設置事業 35，000 

魅力あるまちづくりモデル事業 駅前広場修景 20，500 

消防施整整備事業 救助工槽作車ぎ装、消火栓 18，590 
防 火 水 な ど

埋没林メモリアルパーク 用地館買収号、設計委託 630，514 
建設事業 2号 3 館建設

小 ・中学校整備事業 村木小学校グラウンド整備外 36，000 

(失業対策事業) 33，555 

(災 害復 旧事業) 19，059 

(単位 :千円)業

平成 2年 4月

事

広報うおづ

な主

(3) 



広報うおづ (4)

-
農
業
土
木
費五

億
二
千
七
百
万
円

農
道

・
か
ん
が
い
排
水
施
設
な
ど

の
整
備
に
力
を
い
れ
、
農
業
基
盤
の

整
備
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

・
林
業
費
二
億
一
千
一
百
万
円

林
道
の
改
良
舗
装
、
林
業
構
造
改

善
事
業
と
と
も
に
、
造
林
や
緑
化
に

も
努
め
、
花
と
緑
の
調
和
あ
る
都
市

づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

・
水
産
業
費
四
千
三
百
万
円

経
団
漁
港
船
揚
場
を
整
備
し
、
イ

ワ
ナ

・
ヤ
マ
メ

・
鮎
・
鮭
な
ど
の
稚

魚
を
放
流
し
、
水
産
資
源
の
確
保
に

努
力
し
ま
す
。

平成 2年 4月

(
商
工
費
)

「
濠
漢
と
」
を
生
か
し
て
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ

商
工
団
体
と
地
場
産
業
の
育
成
、

見
本
市
な
ど
へ
の
出
品
、

「
商
工
フ

ェ
ア
」
へ
の
助
成
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。

ま
た
「
凍
凄
と
」
の
放
送
に
伴
な
い
、

H

霊
気
楼
の
見
え
る
街

・
魚
津
。
を
全

国
に

P
R
し
て
い
き
ま
す
。

(
木
工
費
)

北
鬼
江
踏
切
立
体
化
事
業
・
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
建
設
に
着
工

-
道
路
橋
り
ょ
う
費

三
億
四
千
九
百
万
円

市
道
の
改
良
舗
装
工
事
費
で
す
。

東
尾
崎
片
貝
大
橋
線
を
は
じ
め
、
平

沢
線
、
島
尻
坪
野
線
ほ
か
市
内
一
円

の
道
路
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

開 E 空整理主璽旦

= 芭c ._ .... .~_一司監、 、 ' ・・
~ ご明J合同吉区~蝿ゐ一一一一一 一ーー』

BliiiI ベー Iiiiiiー... ....- ~. 
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国

-
都
市
計
画
費
十
一
億
三
千
万
円

前
年
度
に
引
き
続
き
、
陸
上
競
技

場
造
成

・
魚
津
駅
西
地
区
区
画
整
理

事
業

・
魚
津
駅
前
広
場
修
景
事
業
を

推
し
進
め
ま
す
。
ま
た
北
鬼
江
立
体

化
事
業
は
、

J

R
と
の
協
定
締
結
の

運
び
と
な
り
、
平
成
4
年
度
完
成
に

む
け
て
本
格
工
事
に
か
か
り
ま
す
。

工
事
期
間
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

(
消
防
費
)

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
初

期
消
火
に
努
め
る

消
防
自
動
車
の
購
入
、
救
助
工
作

車
の
装
備
、
防
火
水
槽
の
設
置
な
ど

を
行
い
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

り
ま
す
。

(
教
育
費
)

埋
没
林
博
物
館
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー

ク
の
建
設

-
小
学
校
費
三
億
七
百
万
円

・
中
学
校
費
四
億
九
千
五
百
万
円

小
中
学
校
児
童
生
徒
の
実
験

・
実

習
費
や
図
書
購
入
費
を
増
額
す
る
と

と
も
に
、
校
舎

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

の
補
修
に
も
力
を
い
れ
、
教
育
環
境

の
整
備
を
図
り
ま
す
。
ま
た
東
部
中

学
校
体
育
館
の
増
改
築
、
松
倉
小
学

校
プ

l
ル
改
築
事
業
を
行
い
ま
す

0

.
社
会
教
育
費九

億
三
千
七
百
万
円

前
年
度
に
引
き
続
き
埋
没
林
メ
モ

リ
ア
ル
パ
ー
ク
整
備
事
業
を
行
い
、

今
年
度
は
展
示
棟
2
棟
の
建
設
な
ど

を
行
い
ま
す
。

(
そ
の
他
)

議
会
費

市
の
意
志
決
定
機
関
で
あ
る
市
議

会
の
円
滑
な
運
営
を
図
り
ま
す
。

公
債
費

か

(

下

椿

第

2
地
区
)

こ
れ
ま
で
市
が
建
設
事
業
の
た
め

…

o
平
成

2
年
度
市
農
業
共
済
事
業
事

に
国
や
県
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
た
借
叫

務
費
等
賦
課
金
の
賦
課
単
価
及
び

金
の
返
済
金
で
す
。

内

総
額
に
つ
い
て

(
共
済
事
務
費
等

一
般
会
計
に
お
け
る
平
成
元
年
度

~

の
賦
課
の
決
定
)

末
の
残
高
は
、
約
八
十
九
億
九
千
万

V

0
平
成

2
年
度
市
農
業
共
済
事
業
農

円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

内

作
物
共
済
(
水
稲
)
の
無
事
戻
し
に

~

つ
い
て

(
水
稲
の
無
事
戻
し
金
の

(

特

別

会

計

)

)

♂
交
付
対
象
年
度

・該
当
者

・金
額

・

0
下
水
道
事
業
会
計

九
期
日
等
を
定
め
る
)

二
十
八
億
九
千
万
円

w
o
平
成

2
年
度
市
農
業
共
済
事
業
基

下
水
道
は
、
川
や
海
の
水
を
き
れ
~

金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

(
六
百
万

い
に
し
、
快
適
な
住
環
境
を
つ
く
り

M

円
の
取
崩
し
)

ま
す
。

一
日
も
早
く
完
成
す
る
よ
う
九

0
平
成

2
年
度
財
団
法
人
市
開
発
公

大
幅
に
増
額
し
ま
し
た
。

~

社
の
事
業
資
金
借
入
れ
に
対
す
る

な
お
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
館
総
一

損
失
補
償
に
つ
い
て

(
借
入
限
度

の
布
設
工
事
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
九
額
十
三
億
円
の
範
囲
内
で
市
が
損

皆
さ
ん
に
は
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
切
失
補
償
)

ん

0
平
成
元
年
度
市
一
般
会
計
補
正
予

}

算

m
o
平
成
元
年
度
市
下
水
道
、
老
人
保

山

健
医
療
、
農
業
共
済
の
各
事
業
特

♂

別
会
計
補
正
予
算

内
0
平
成
元
年
度
市
水
道
事
業
会
計
補

明

正
予
算

九
O
市
農
業
共
済
事
業
運
営
協
議
会
の

~

委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

♂

る
ニ
と
に
つ
い
て
(
川
縁
、
吉
田
利

代
雄
氏
ほ
か
凶
名
の
選
任
に
同
意
)

切
0
市
農
業
共
済
事
業
損
害
評
価
会
の

爪

委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

V

る
こ
と
に
つ
い
て
(
富
津
、
宮
本
賢

民

治
氏
ほ
か

U
名
の
選
任
に
同
意
)

M

O
意
見
書
二
件

O
決
議
一
件



が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
ま
だ
続

き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

。
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

二
十
三
億
八
千
二
百
万
円

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る

方
の
医
療
費
で
す
。
医
療
費
は
毎
年

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

乱
診
乱
療
は
結
局
税
負
担
の
増
加
に

つ
な
が
り
ま
す
。
日
ご
ろ
の
健
康
管

理
に
気
を
つ
け
て
健
や
か
な
毎
日
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

。
老
人
保
健
医
療
事
業
会
計

三
十
六
億
七
千
万
円

お
と
し
よ
り
の
健
康
維
持
を
願
い
、

安
心
し
て
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

努
め
ま
す
。

。
農
業
共
済
事
業
会
計

一
億
六
百
万
円

米

・
麦

・
大
豆

・
果
樹

・
園
芸
施

設
及
び
家
畜
な
ど
が
被
害
に
あ
っ
た

と
き
の
た
め
の
共
済
事
業
で
す
。

平成 2年 4月

。
水
族
館
事
業
会
計

二
億
六
千
二
百
万
円

今
年
度
は
現
水
族
館
開
館
十
周
年

に
あ
た
り
、
ア
ザ
ラ
シ
、
ペ
ン
ギ
ン

プ

l
ル
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

広報うおづ(5) 

水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
お
い
て

は
、
水
道
事
業
の
維
持
管
理
費

・
受

託
工
事
費

・
減
価
償
却
費

・
支
払
利

息
な
ど
を
積
算
し
、
資
本
的
収
入
及

び
支
出
に
お
い
て
は
、建
設
改
良
費
・

企
業
債
償
還
金
を
計
上
し
た
も
の
で

す
。
な
お
建
設
改
良
事
業
の
内
容
と

し
て
は
、
川
縁
地
区

・
中
央
通
り
及

び
国
道
8
号
バ
イ
パ
ス
、
ス
ー
パ
ー

農
道
関
連
の
配
水
管
布
設
工
事
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

算

勘 定 名 2 年度 元年度 前年対比

収入
千円 千円 % 

収益的収入 554，489 530，141 104.6 

及び支出 支出 554，489 554，678 99.9 

資本的収入 収入 150，437 150，439 99.9 

及び支出 支出 242，200 234，134 103.4 

予計
A
Q

一
A業事道水

福

祉

タ

i
}

福
祉
給
油
券
(
ガ
ソ
リ
ン
こ

…

障
害
者
の
方
が
た
に
、
日
常
生
活

-
の
行
動
範
囲
を
広
め
、
社
会
参
加
を

一
促
進
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
福
祉
タ

-
ク
シ

l
券
又
は
福
祉
給
油
券
を
交
付

一
し
ま
す
。

-

1
交
付
対
象
者

一

①
肢
体
不
自
由
者
の
う
ち
、
下
肢

』

又
は
体
幹
の

1
1
2
級
の
手
帳

叩

所
有
者

一

②
視
覚
障
害
者
で
1
1
2
級
の
手

品

帳
所
有
者

一
魚
津
市
か
ら
富
山
労
災
病
院
に

一
心
臓
用
超
音
波

一
診
断
装
置
を
貸
与

-

魚
津
市
は
3
月
、
最
新
鋭
の
心
臓

一
用
超
音
波
診
断
装
置
を
購
入
し
、
富

』
山
労
災
病
院
(
大
田
五
六
院
長
)
に

叩
貸
与
し
ま
し
た
。

恥

こ
の
装
置
は
心
臓
疾
患
の
診
断
に

叩
使
わ
れ
、
心
臓
の
形
態
や
機
能
、
血

一
流
状
態
が
鮮
明
な
カ
ラ

l
画
像
で
映

叫
る
も
の
で
、
超
音
波
は
身
体
へ
の
苦

一
痛
や
被
爆
な
ど
の
害
も
あ
り
ま
せ
ん
o

-
コ
ン
パ
ク
ト
な
装
置
な
の
で
外
来
か

…
ら
病
室
ま
で
簡
単
に
移
動
が
で
き
、

-
心
筋
硬
塞
な
ど
救
急
な
診
断
に
も
威

一
力
を
発
揮
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

-
い
ま
す
。

ク

ン

の
交
付

③
療
養
手
帳
③
の
所
有
者

2
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手

帳
③
車
検
証
(
福
祉
給
油
券
の
と
き

だ
け
)

3
申
請
受
付

4
月
9
日
(月
)
か
ら

4
間
合
先

市
社
会
福
祉
課
福
祉
係

の
皆
さ
ん
ヘ

暖
冬
続
き
の
影
響
で
漁
場
環
境
が

変
わ
り
、
早
く
漁
場
に
出
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
数
年
漁
獲
量
は

急
速
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

漁
業
者
は
生
活
の
糧
と
し
て
漁
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
遊
漁
者
の
皆
き

ん
は
漁
業
者
の
生
活
や
資
源
保
護
を

理
解
し
、
楽
し
い
遊
漁
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
特
に
次
の
こ
と
を
守
っ
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

。
漁
業
者
の
操
業
水
域
に
入
ら
な
い
。

O
違
法
漁
法
を
行
わ
な
い
。

。
安
全
を
す
べ
て
に
優
先
さ
せ
る

0

0
海
岸
や
海
を
汚
き
な
い
。

。
無
灯
火
船
は
危
険
で
す
。

宮
②
2
2
0
0
内
線
1
2
6

宿
敵
バ
ス
議
富

O
実
施
日

5
月
げ
日
(
木
)

6
月
お
日
(
木
)

8
月

η
日
(
金
)

9
月
日
日
(
木
)

o
申
込
方
法

住
所

・
氏
名

・
年
齢
・電
話
番
号
・

希
望
日
を
ハ
ガ
キ
又
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

0
申
込
先

魚
津
市
企
画
広
報
室
(
釈
迦
堂
l
i

m--)宮

n
1
2
2
0
0
内
線
問

6
月
7
日
(
木
)

7
月

5
日
(
木
)

親
子

ω名

叩
月
4
日
(
木
)



広報うおづ (6)平成 2年 4月

…一一J一…一一…………一…………'.'ιr品山ι.九-_-_-，山ムJ品-、γ引'_-，ゐ.、. . 、...乞._--_-_-_--.-三、'_- .... -.よ --:-:-- -.:-:三ト..九-_-_-、..、'.:.:-- -.:-:壬2ト..、τ.. 、-_-_-九'_-_-、-:.:.-、..、..・ ・ー.. ・..ー ・ー..・ ・ト〉・ ー〈・'.'・ -.:.・.:.---:・:---.:.:.-・..・ ・-:-:.---:-:-- --:-:.-・.・..・・.:.:--・-_-_- ・'.・7 ・._-_-_--_'・.・.・ -_-_-_.・ -_-_-_-・'_-_-，・-ー・〈・2・・ -.:.・.:.:.'・・〈・.:.:.-・〈・..ー・'.:.:.:.'・ ・'.ー:ーー・・・ ・ ・・・ ・・・・・・・.・・・・・・・・・ ー-.- -_-γ ・2 ・r ・2 ・J マ・2 ・

北鬼江踏切の閉鎖と中学校踏切の一方通行

市
道
北
鬼
江
吉
島
線
の
立
体
交
差
事
業
は
、
昭
和
日
年
度
着

工
以
来
種
々
の
障
害
に
よ
り
大
幅
な
遅
延
を
生
じ
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
来
ま
し
た
が
、
工
事
を
施
行
す

る
J

R
西
日
本
旅
客
鉄
道
(
株
)
な
ど
と
の
協
議
も
整
い
、
こ
の

た
び
踏
切
交
差
部
分
の
本
格
工
事
を
着
工
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
に
伴
っ
て
北
鬼
江
踏
切
は
、

4
月
下
旬
以
降
通
れ
な
く

な
り
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の
踏
切
北
側
約
制

m
に
あ
る
「
中
学

校
踏
切
」
を
4

m
幅
に
拡
幅
し
、
海
側
か
ら
山
側
へ
の
一
方
通

行
で
は
あ
り
ま
す
が
、
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
歩
行
者
の
方
も
通
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
日
本
通
運
魚
津
支
庖

前
か
ら
の
歩
行
者
専
用
陸
橋
を
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す。
な
お
、
こ
の
工
事
の
完
成
は
平
成

5
年
3
月
ま
で
と
予
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
間
3
年
間
に
わ
た
り
市
民
の
皆

さ
ん
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

し
ん
き
ろ
う
口

l
ド
レ
l
ス
大
会

4
月
お
日
(
日
)
雨
天
決
行
車
両
通
行
規
制

記
念
す
べ
き
第
叩
回
大
会
ま
で
、

で
は
、
次
の
と
お
り
車
両
通
行
規
制

約
一
か
月
に
迫
り
、
大
会
ム
ー
ド
も
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

日
増
し
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

願
い
し
ま
す
。

F

しー一

今
大
会
は
、
招
待
選
手
を
初
め
全
マ
車
両
通
行
規
制
区
関

係
均
出
」
切
公

国
各
地
か
ら
過
去
最
高
の
出
場
者
数
。
全
面
通
行
禁
止
区
画

(
~
4

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

水
族
館
1
上
口
商
庖
通
り

1
大

選

手

へ

沿

道

か

ら

の

皆

さ

ん

の

温

町

通

り

i
荒
町
通
り

1
銀
座
通

か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

り
i
中
央
通
り
j
新
金
屋
通
り

な
お
、
大
会
コ

l
ス
と
な
る
道
路

1
市
役
所
周
辺
通
り

魚
津
市
に
桜
の
新
名
所
誕
生

か
魚
津
水
族
館
横
。
の
魚
津
総
合
公
園
の
桜
の
木
も
随
分
大
き
く

な
り
、
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

あ
わ
せ
て
魚
津
総
合
公
園
で
は
、
今
春
か
ら
ボ
ン
ボ
リ
を
設
置
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
き
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

調
整
池
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
の

開
放
に
つ
い
て

桃
山
運
動
公
園
内
の
調

整
池
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
次
の
と
お
り
開
放
し
ま

す
。

期
日
/

平
成
2
年
4
月
1
日
か
ら

申
込
受
付
/

運
動
公
園
事
務
所

g
n
1
0
0
7
7
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4
月
は
土
地
月
間
で
す

土
地
は
、
現
在
だ
け
で
な
く
将
来

の
国
民
に
と
っ
て
も
限
り
の
あ
る
貴

重
な
資
源
で
あ
り
、
あ
る
人
の
土
地

の
利
用
の
仕
方
は
周
囲
の
人
た
ち
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
の
土
地
利
用
が
混

乱
し
な
い
よ
う
に
、
そ
の
地
域
の
諸

条
件
に
応
じ
て
適
正
で
合
理
的
な
土

地
利
用
を
し
、
国
民
の
利
益
を
増
進

さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
応
し
た
「
土
地
基
本
法
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

い

v

た
し
ま
す
。

ー帳

平成 2年 4月

い
い
光

|

い
き
い
き
富
山

「
せ
り
込
み
蝶
六
踊
り
」
「
た

て
も
ん
」
も
出
演
し
ま
す

。
と

き

4
月
幻
日
(
金
)

午
前
日
時
1

午
後

8
時
ぬ
分

万
博
会
場
内

メ
イ
ン
催
事
会
場

O
と
こ
ろ

広報うおづ

テ
ー
マ

、‘
、‘

↑じ

a
v
'
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い
い
風

(7) 

事

帯

土
地
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
考
え
方

1
、
土
地
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
福

祉
が
優
先
し
ま
す
。

2
、
土
地
は
適
正
に
、
か
つ
計
画
に

従
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

3
、
投
機
的
な
土
地
取
引
は
地
価
の

高
騰
や
土
地
の
遊
休
化
を
ま
ね
く

の
で
、
行
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
す
。

4
、
価
値
の
増
加
に
伴
う
利
益
に
応

じ
て
適
切
な
負
担
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

国
土
庁
か
ら
3
月
下
旬
に
地
価
公

示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
価
公
示
は

標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土

地
(
標
準
地
)
を
選
ん
で
、
そ
の
適

正
な
土
地
価
格
を
公
表
し
、
土
地
を

売
買
す
る
際
の
目
安
に
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

な
お
、
標
準
地
の
価
格
の
閲
覧

・

問
い
合
わ
せ
は
、
市
建
設
部
開
発
課

で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

-・・
県
職
バ
ス
畿
自
・・・

O
日
程

一
般
A
l
5
月
お
日
、

6
月
日
日
、

叩
月

M
日

一

般

B
1
6
月

6
日

叩
月
8
日

一

般

C
1
9
月
初
日

叩
月
3
日
、
日
月

7
日
一
般

D
1

5
月
お
日
、

6
月
日
日
、

7
月
4
日

一
般

E
1
5
月
凶
日
、

7
月
日
日
、

叩
月
打
日
一
般

F
1
5
月
比
日

9
月
鈎
日
、
叩
月
8
日
森
林
浴
l

m月
げ

日

福

祉

1
9
月
日
日

テ
ク
ノ
l
6
月

勾

日

特

産

1
8

月
初
日
こ
と
ぶ
き

(ω歳
以
上
)

1
6
月

鈎

日

文

化

1
7
月
4
日

暮
ら
し
と
資
源

l
m
月
お
日

親
子
(
小
学
4
1
6
年
生
と
親

)1

7
月

M
日
、
幻
日
、

8
月
3
日、

6
日、

7
日、

9
日
(
夏
休
み
中
)

O
申
込
方
法
(
間
合
先
)

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
、
コ
ー
ス
と
希
望
日
を
書
い
て

新
宿
叩
|

7

魚
津
総
合
庁
舎
内
魚

津
地
方
県
民
相
談
室
包
@
5
3
1

1
へ
早
目
に
ど
う
ぞ
。

O
参
加
費
無
料
(
た
だ
し
、
入
館

料
な
ど
の
実
費
は
各
自
負
担
)

0
畳
食

・
お
茶
は
持
参
の
こ
と
。

労
働
保
険
年
度
更
新
の
申
告
・
納
付
は
お
早
め
に

労
働
保
険
「
平
成
元
年
度
確
定
保

険
料
及
び
平
成
2
年
度
概
算
保
険
料
」

の
申
告

・
納
付
は
、

5
月
日
日
ま
で

に
最
寄
り
の
金
融
機
関
、
労
働
基
準

監
督
署
で
手
続
き
し
て
く
だ
き
い
。

0
間
合
先
労
働
基
準
監
督
署

l
v
A溺
…η

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
の
近
代

化
を
図
る
た
め
、
設
備
資
金
を
自
力

調
達
で
き
な
い
中
小
企
業
者
に
対
し

て
の
資
金
貸
付
又
は
設
備
貸
与
を
行

う
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
に
よ
り
設
備
の
近
代
化

を
図
ろ
う
と
お
考
え
の
中
小
企
業
者

を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
な
お
今
回
は
県
制
度

融
資
に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
す
。

マ

と

き

4
月
時
日
(
火
)

午
後

1
時
鈎
分
(
予
定
)

マ
と
こ
ろ
魚
津
平
安
閣

マ
受
付
期
間

O
設
備
近
代
化
資
金

第

1
回

4
月
お
日

1
5
月
日
日

第

2
回

8
月
1
日
1

8
月
初
日

O
設
備
貸
与
制
度
」

}
随
時

O
県
制
度
融
資
」

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
商
工
観
光
課
又
は
商
工
会

議
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課

宮
②
2
2
0
0

内
線

3
1
1

商
工
会
議
所

宮
②
1
2
0
0

富
山
県
雇
用
保
険
課

o
栴
談
日

5
月
日
日
(
金
)

魚
津
労
働
基
準
監
督
署
及
び

魚
津
公
共
職
業
安
定
所
(
雇
用

保
険
関
係
)



広報うおづ (8)平成 2年 4月

右左折， Uターンは 30m手前で

進路変更は 3秒前に

4
月
6
日
j
日
日

4
月
6
日
か
ら
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

市
内
に
お
け

る
交
通
事
故
は
昨
年
か
ら
件
数
、
死
者
、

傷
者
と
も
に
大
幅
に
増
加
し
、
高
齢
者

が
被
害
を
う
け
る
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
意
識

を
高
め
、
正
し
い
交
通
ル

l
ル
と
マ
ナ

ー
の
実
践
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

O
運
動
の
重
点

l
、
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

2
、
若
者
に
よ
る
無
謀
運
転
の
防
止

3
、
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
徹
底

4
、
早
め
合
図
の
励
行

〈
V

期
間
中
の
主
な
行
事

0
4
月
5
日(木
)
i
4
月
日
日
(日)

市
内
小

・
中
学
校
生
徒
の
交
通
安
全
ポ

ス
タ
ー
展
(
サ
ン
プ
ラ
ザ

・
ス
テ

ッ
プ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
)

0
4
月
6
日
(A8
1

4
月
比
日
(
土
)

新
入
学
児
童
に
対
す
る
交
通
指
導

(小
学
校
周
辺
の
街
頭
)

0
4
月
6
日
(
念
午
前
日
時
市
役
所
前
広
場

チ
ビ

ッ
コ
に
よ
る
交
通
安
全
落
書
大
会

(
明
星
幼
稚
園
児
が
ポ
ン
コ
ツ
車
に
落

書
し
て
交
通
事
故
防
止
を
訴
え
る
。)

0
4
月
8
日
(
日
)
午
前
日
時
サ
ン
プ
ラ
ザ

南
側
駐
車
場

交
通
安
全
運
動
推
進
市
民
大
会

.
大
会
宣
言
採
択

・
小

・
中
学
校
生
徒
の
交
通
安
全
ポ
ス

タ
ー
入
賞
者
表
彰

・
吉
島
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ

に
よ
る
演
奏
会

・
パ
ト
カ
ー
・白
バ
イ
展
示
試
乗
(お
ま
わ

り
さ
ん
と
の
交
通
安
全
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
)

.
ぬ
い
ぐ
る
み
に
よ
る
交
通
安
全
呼
び
か
け

0
4
月
刊
日
(
火
)
午
後
1
時
初
分

ミ
ス
ス
リ
ー
ク
イ
ー
ン
に
よ
る
事
業
所

訪
問
(
市
長
・笹
察
署
長
の
交
通
安
全
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
事
業
主
に
伝
達
、
特
に
若

者
の
交
通
事
故
防
止
を
訴
え
る
。)

平
成
2
年
度
の
市
民
交
通
傷
害
保

険
料
(
掛
け
金
)
が
安
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
支
払
わ
れ
る
保
険
金
は
例

年
と
同
じ
で
す
。

ま
す
ま
す
安
く
な
っ
た
市
民
交
通

傷
害
保
険
に
、
家
族
ぐ
る
み
の
加
入

で
交
通
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

一
口
に
つ
き
支
払
わ
れ
る
保
険
金

ー
、
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
又
は
け
が

を
し
て
、
失
明
し
た
り
片
手
又
は

片
足
を
失
っ
た
と
き
な
ど
(
事
故

に
あ
っ
た
日
か
ら

m日
以
内
に
そ

の
傷
害
が
も
と
で
)
:
:
:
川
万
円

2
、
け
が
を
し
て
医
師
の
治
療
を
受

け
た
と
き

治
療
期
間
6
か
月
以
上
・・・
ロ
万
円

5
か
月
以
上

治
療
期
間

:

4

.:
・9
万
円

6
か
月
未
満

4月20日，._26日

重点目標

0侵入盗及び乗り物盗の防

止

0悪質商法の被害防止

0こどもに対する犯罪等の

防止

春の防犯運動

4
か
月
以
上

治

療

期

間

:

-

:・
7
万
円

5
か
月
未
満

3
か
月
以
上

治

療

期

間

:

，
J
:
5
万
円

4
か
月
未
満

2
か
月
以
上

治
療
期
間

・:
3
万
円

3
か
月
未
満

1
か
月
以
上

治
療
期
間

:・
2
万
円

2
か
月
未
満

1
週
間
以
上

治
療
期
間

:・
1
万
円

1
か
月
未
満

治
療
期
間
1
週
間
未
満
・・・
5
千
円

※
治
療
期
間
と
は
、
「
け
が
を
し
た
日

か
ら
平
常
の
生
活
も
し
く
は
業
務
に

従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
に
治

癒
し
た
日
ま
で
」
を
い
い
ま
す
の
で
、

診
断
書
の
治
療
日
数
と
必
ず
し
も
一

致
し
ま
せ
ん
。

間
合
先

市
役
所
生
活
環
境
課
公
害

交
通
係
企
②
2
2
0
0
内
線
凶

スローガン

0キー抜いて 気をぬかな

いで ドアロ ック

0カギをした その手その

目で もう一度

。もうかります そんな言

葉にご用心



川
一家
漁
業

一一意
義
零
譲
渡
義
製
薫
寒
川

川
…滋……
主
義
務
議
議
総
精
鋭
軟
禁
…議
論
議
挙
珠
山
川

あ
な
た
の
街
の
道
路
や
公
園
は
、

。
春
の
清
掃
日

4
月
辺
日
(日
)

空
カ
ン
や
ゴ
ミ
で
汚
さ
れ
て
い
ま
せ
「
ま
ち
」
や
「
む
ら
」
を
美
し
く
す
る

ん

か

?

こ

と

を

目

標

に

市

内

全

域

に

お

い

て

い
つ
も
き
わ
や
か
な
気
持
ち
で
散
自
主
的
に
実
施

歩
や
通
勤

・
通
学
が
で
き
ま
す
か
?

。
夏
の
清
掃
週
間

美
し
い
ふ
る
さ
と
は
、
私
た
ち
み

ん
な
の
願
い
で
す
。

明
る
く
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
確

保
す
る
た
め
、
市
で
は
「
県
土
美
化

運
動
」
と
呼
応
し
、
次
の
と
お
り
環

境
美
化
目
標
と
年
間
実
施
計
画
を
策

定
し
、
快
適
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
街
ぐ
る
み
・
地
域
ぐ
る
み
の
参
加

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成 2年 4月広報うおづ(9) 

1
2日
(日
)

山
や
海
岸
を
美
し
く
す
る
こ
と
を

目
標
に
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
ぐ
る
み
、

各
種
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

よ
り
実
施

。
空
カ
ン
ゼ
ロ
の
日

9
月
お
日
(日
)

地
域
ぐ
る
み
、
あ
る
い
は
各
種
団

体
の
自
主
参
加
に
よ
り
実
施

。
秋
の
清
掃
日
日
月
日
日
(日
)

冬
に
備
え
、
小
河
川
・
側
溝
な
ど

の
清
掃
に
重
点
を
置
き
、
地
域
ぐ
る

最
近
、
道
端
や
公
園
で
犬
の

フ
ン
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
環
境

美
化
を
そ
こ
な
う
ば
か
り
で
な

く
、
付
近
住
民
の
方
が
大
変
迷

惑
し
ま
す
。

飼
主
は
、
犬
の
放
し
飼
い
な

ど
は
や
め
、
フ
ン
は
、
袋
に
入

れ
て
持
ち
帰
る
な
り
し
て
責
任

を
も
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

。
敷
地
内
の
決
ま
っ
た
場
所
で

排
便
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

袋に手を入れる
ふんの上にち

り紙をおく 〆

袋をうら返すふんをつかむ

くホヴト・コミユエケーと，ョふ賞〉

み
で
実
施

〈
環
境
美
化
モ
デ
ル
地
区
事
業
〉

-
天
神
地
区
で
引
き
続
き
実
施
|
】

…6
6

山

県
土
美
化
推
進
事
業
の
「
環
境
美

{

崎
刈

mm…

・
:

化
モ
デ
ル
地
区
」
の
指
定
を
う
け
、

}

軍
軍
清
一

昨
年
地
区
周
辺
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

{

附

際

得
て
清
掃
活
動
な
ど
の
環
境
美
化
運

}

・
?

動
を
実
践
し
た
天
神
地
区
は
、
本
年

一

桜

も
引
き
続
き
事
業
を
継
続
し
て
実
施

日

置

す
る
こ
と
に
な
り
、
美
し
い
「
む
ら
」

~

野

づ
く
り
実
現
の
た
め
、
環
境
美
化
活

.

u
f

動
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

E
FO

i

e
 

皆

さ

ん

の

ご

理

解

と

ご

協

力

を

お

願

糖

小

い
し
ま
す
。

置問
…

事

業

の

概

要

糊

……

O
広
報
啓
発
活
動

欄
…

O
ご
み
回
収
容
器
な
ど
の
施
設
整
備

O
清
掃
活
動
の
実
践

O
花
木
の
植
栽
な
ど
に
よ
る
緑
化
活

動

魚
津
老
い
を
考
え
る
実
行
委
員
会
(
事
務
局

・
魚
津
保
健
所
)
で

は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
日
常
の
表
情
や
家
族
や

地
域
の
人
び
と
と
の
ふ
れ
合
い
の
情
景
を
撮
っ
た
写
真
を
募
集
し

ま
し
た
。
お
点
の
応
募
が
あ
り
、
去
る
3
月
3
日
、
魚
津
市
民
会

館
に
お
い
て
「
老
い
と
健
康
を
考
え
る
写
真
展
と
講
演
の
つ
ど
い
」

で、

5
人
の
方
が
た
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
か
ら
順
次
入
賞
作
品
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
今
後

出
展
作
品
は
、
各
地
区
公
民
館
な
ど
で
巡
回
展
示
す
る
予
定
で
す
。

食
入
賞
者

。
お
も
い
や
り
賞
池
谷
規
子
(
横
浜
市
)

。
ホ

ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
賞
武
隈
和
男
(
魚
津
市
)

。
ナ
イ
ス
シ
ョ

ッ
ト
賞
寺
田
通
代
(
魚
津
市
)

。
カ
メ
ラ
ア
イ
賞
常
石

ハ
ル
子
(
朝
日
町
)

。
フ
ォ
ー
カ
ス
賞
佐
々
木
勝
之
(
魚
津
市
)

和男 (六郎丸)

80歳を過ぎたばあちゃん。今年、還暦を迎えた父。50歳半ばを

過ぎた母。私たち夫婦に、子供1人。我が家は、 6人家族である。

弟夫婦にも、子供 l人。じいちゃん、ばあちゃんが大好きだ。

子どもたちから見れば、でmっかばあちゃん (80歳のばあちゃん)

に、じいちゃん、ばあちゃん。今日も“あやとり"の指導をしてい

るでっかばあちゃんと、ばあちゃんです。

武隈「あやとり」題名
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一

よ

M
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a
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J

N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
凄
濠
は
い
た
っ
て
素
直
で
優
し
い
人
物
で

と
」
が
い
よ
い
よ
4
月
2
日

か

ら

放

あ

っ

た

。

映

さ

れ

ま

す

っ

そ

の

幸

吉

が

な

ぜ

「

乱

暴

者

」

と

言

本
市
の
名
誉
市
民
故
川
原
田
政
太
わ
れ
た
の
か
と
い
う
と
、
彼
の
生
ま

郎
さ
ん
を
ヒ
ン
ト
に
制
作
さ
れ
る
こ
れ
持
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
が
、
他

の
ド
ラ
マ
の
主
人
公
畠
山
幸
吉
は
、
の
人
間
よ
り
多
か
っ
た
こ
と
と
、
他

大
正
時
代
を
背
景
に
生
き
た
若
者
た
人
に
影
響
さ
れ
な
い
独
自
の
発
想
に

ち
の
代
表
者
と
し
て
、
取
と
し
て
青
よ
っ
て
行
動
す
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

春
を
演
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
幸
吉
の
発
想
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

そ
の
あ
ら
す
じ
を
紹
介
し
ま
す
。

に
方
向
性
を
与
え
て
く
れ
た
の
が
、

。

医

師

佐

伯

昌

之

(

神

田

正

輝

)

で

あ

る

。

主
人
公
の
畠
山
幸
吉
(
田
中
実
)
佐
伯
は
幸
吉
に
と
っ
て
、
生
ま
れ
て

は
、
農
家
の
二
男
坊
と
し
て
生
ま
れ
、
初
め
て
出
合
っ
た
自
分
の
良
き
理
解

郷
里
魚
津
で
幼
い
こ
ろ
か
ら
「
乱
暴
者
で
あ
り
師
で
あ
っ
た
。
青
春
の
出

者
」
と
言
わ
れ
て
育
っ
た
が
、
性
格
発
点
で
出
合
っ
た
佐
伯
の
影
響
は
絶

大
で
あ
り
、

幸
吉
の
青

春
は
常
に

佐
伯
と
の

心
の
葛
藤

で
も
あ

っ

た
。佐

伯
の

ア
ド
バ
イ

ス
で
東
京

へ
出
た
幸

吉
は
、
さ

広報うおづ (10)平成 2年 4月

ま
ざ
ま
な
人
間
と
出
合
う
が
、
中
で

も
下
宿
先
で
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と

に
な
る
青
木
憂
(
野
村
宏
伸
)
と
西
村

銀
造
(
梨
本
謙
次
郎
)
と
の
友
情
を
深

め
て
い
く
。

物
語
は
、
こ
の
三
人
の
男
た
ち
の

奇
妙
な
友
情
を
中
心
に
展
開
す
る
が
、

そ
こ
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
一
人
の

女
性
の
存
在
が
あ
る
。
青
木
都
(
荻

野
目
洋
子
)
、
後
に
幸
吉
の
妻
と
な
る

人
物
で
あ
る
。
ふ
と
し
た
偶
然
で
出

合
っ
た
二
人
は
、
次
第
に
愛
を
育
く

み
合
う
が
、
そ
こ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
障
害
が
大
き
く
立
ち
は
だ
か
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

幸
吉
は
、
や
が
て
大
学
の
理
工
科

に
進
み
、
現
在
の
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の

原
型
と
も
い
え
る
も
の
の
開
発
に
取

り
組
む
が
、
そ
の
夢
の
ヒ
ン
ト
と
な

っ
て
い
た
の
は
、
郷
里
魚
津
で
幼
い

こ
ろ
見
つ
づ
け
た
霊
気
楼
で
あ

っ
た
。

幸
吉
の
青
春
は
、
曇
気
楼
と
い
う

夢
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
合
い

を
通
し
て
具
現
化
し
て
い
く
旅
で
あ

っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
・ぃ
。

ド
ラ
マ
の
台
本
は

図
書
館
に
あ
り
ま
す

「
凄
濠
と
」
の
ド
ラ
マ
の
台
本
は
、

毎
週
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
ほ
ど
七
週
目
ま
で
の
分

が
N
H
K
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

台
本
は
図
書
館
に
お
い
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

'90r唇気楼と魚津まつり・村まつり」写真コンテスト
-
応
募
方
法
平
成
元
年
9
月
以
降
に
魚
津
市
内
で
撮
影
し
た

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。
作
品
の
裏
に
部
門
名

・
題
名

・

撮
影
場
所

・
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
職
業

・
電
話
番
号
を
明
記

し
た
応
募
票
(
自
作
可
)
を
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

-
部
門
名

・
霊
気
楼
の
部

・
祭
り
の
部

-
作
品
四
ツ
切
以
上
の
カ
ラ

l
プ
リ
ン
ト

(
A
4
サ
イ
ズ
以

上
)。
な
お
応
募
き
れ
た
写
真
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
ま
た
入
賞
さ
れ
た
方
は
ネ
ガ
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

-
締
切

8
月
白
日
(
当
日
消
印
有
効
)

-
発
表

9
月
に
入
賞
者
に
通
知
し
、
新
聞
で
発
表
い
た
し
ま

す
。

-
展
示
応
募
作
品
は
魚
津
商
工
フ
ェ
ア
会
場
と
サ
ン
プ
ラ
ザ

な
ど
で
展
示
し
ま
す
。

-
賞
(
部
門
別
)

市

長

賞

5
0
、
0
0
0
円

l
点

市
議
会
議
長
賞

2

0
、
0
0
0
円

1
点

商
工
会
議
所
会
頭
賞

2

0
、
0
0
0
円

1
点

観
光
協
会
長
賞

1
0
、
0
0
0
円

1
点

入

選

賞

品

5
点

・
間
合
先

・
応
募
先

①
魚
津
市
商
工
観
光
課
内
「
魚
津
の
霊
気
楼
と
魚
津
ま
つ
り
・

村
ま
つ
り
」
写
真
の
コ
ン
テ
ス
ト
係

宮
②
2
2
0
0

内
線

3
1
1

②
最
寄
り
の
カ
メ
ラ
庖

M

蜜
気
楼
出
現
H

に
花
火
で
合
図

例
年
、
春
の
霊
気
楼
が
出
現
し
た

と
き
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
消
防

署
の
拡
声
器
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り

ま
す
が
、
風
の
吹
く
方
向
に
よ
っ
て

一
部
聞
こ
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、

4
月
か
ら
さ
ら
に
花
火
で

霊
気
楼
出
現
の
合
図
を
す
る
こ
と
に

し
ま
す
の
で
ご
諒
解
く
だ
さ
い
。

-
間
合
先

魚
津
市
上
村
木

1
l
m
ー

ω魚
津

市
観
光
協
会
(
商
工
会
議
所
内
)

宮
⑫
1
2
0
0



、b
火

事

常2

平成 2年 4月

市
で
は
、
転
落

・
落
石
の
危
険
防

止
の
た
め
、
魚
津
警
察
署
と
協
力
し
、

4
月
9
日
か
ら
6
月
9
日
ま
で
林
道

の
一
部
路
線
の
交
通
を
規
制
し
て
い

ま
す
。

規
制
路
線
の
起
点
に
は
看
板
が
立

て
ら
れ
、
重
点
路
線
に
は
鎖
が
張
ら

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

広報うおづ。1)

4
W
D
毅
急
自
動
車
配
備

平
成
元
年
度
に
お
い
て
、
日
本

損
害
保
険
協
会
か
ら
救
急
車
1
台

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
魚
津
市
は
、

こ
れ
に

4
W
D
仕
様
な
ど
の
装
備

性
能
を
強
化
し
、
平
成
2
年
3
月

に
配
備
し
ま
し
た
。
積
雪
時
や
悪

路
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す

0

・
車
種

・
仕
様

ト
ヨ
タ
救
急
自
動
車

2
8
0
0
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル

5
月
の
歩
-
で
つ
会

5
月
の
歩
こ
う
会
は
、

6
日
(
日
)

に
、
黒
沢
か
ら
山
越
え
で
奥
東
城
ま

で
歩
き
ま
す
。

電
鉄
魚
津
駅
前
、
午
前
8
時
発
の

パ
ス
に
乗
り
黒
沢
下
車
。

若
葉
の
香
り
た
だ
よ
う
山
野
探
勝

と
草
花
や
山
菜
な
ど
を
求
め
な
が
ら

奥
東
城
へ
と
約
7
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余

り
歩
き
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
当
日
午
前

7
時

ω分
ま
で
電
鉄
魚
津
駅
前
に
お
集
り

く
だ
さ
い
。
昼
食
持
参
。

(交
通
費
は
各
自
負
担
)。

ー
大
辻
山
へ

(
小
雨
決
行

)
i

〔新
川
山
岳
会
〕

4
月

n日
(
日
)

出

発

午

前

7
時
ぬ
分

帰

着

予

定

午

後

5
時

O
集
合
場
所
市
役
所
前

O
募
集
人
員
初
人
程
度

O
行

程

約

4
M
。
2
時
間
半
ほ
ど

の
登
り
で
す
。

O
費
用
(
交
通
費
及
び
保
険
料
)

大

人

千

円

小

人

五

百

円

。
申
込
先

官
辺
|
5
9
3
6

(小
林
)

※
参
加
者
は
、
登
山
靴
又
は
長
靴
で

動
き
や
す
い
服
装
に
、
上
下
の
雨

具
と
昼
食
を
持
参
く
だ
さ
い
。

O
と
き

V
消
防
庁
長
官
定
例
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

第
は
分
団
分
団
長
浅
野
芳
太
郎

消

防

本

部

協

豆

長

谷

口

芳

綱

V
富
山
県
消
防
定
例
表
彰

無
火
災
表
彰
綬
第
5
分
団

精

勤

章

第

日

分

団

分

団

長

西

尾

一

郎

第
叩
分
団
副
分
団
長

中

山

源

正

消

防

本

部

混

同

議

平

田

賞

V
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

精

績

章

第

凶

分

団

分

団

長

山

本

正

治

第
9
分
団
副
分
団
長
若
林
甚
之
燕

勤

続

章

第
4
分

団

副

分

団

長

寺

田

賓

第
7
分

団

部

長

湯

上

義

信

第
6
分

団

班

長

谷

口

長

八

V
富
山
県
消
防
協
会
定
例
表
彰

表

彰

綬

第

7
分
団

功

績

青

花

章

第
U
分
団
分
団
長
山
本

功

績

賞

花

章

第
7
分

団

部

長

谷

口

第

7

分

団

部

長

湯

上

勤

続

緑

花

章

第
9
分

団

分

団

長

南

第

凶

分

団

部

長

藤

森

第
3
分

団

班

長

高

橋

第

7
分

団

班

長

大

城

第

叩

分

団

班

長

西

尾

正
治

円
釜
山
京
誠
意
コ
家

第

比

分

団

班

長

村

田

元

一

第
2
分

団

団

員

駒

田

札

消
防
本
部
醤
司
令
禍
村
井
政
明

勤

続

銀

章

第

4
分

団

班

長

高

慶

孝

信

第

日

分

団

班

長

小

川

義

一

第

比

分

団

班

長

高

木

光

喜

与

第
l
分

団

団

員

辻

浩

第
4
分

団

団

員

浜

崎

由

紀

夫

第

4
分

団

団

員

宮

本

宗

明

第
5
分

団

団

員

河

口

宏

第
6
分

団

団

員

富

川

昭

第
6
分

団

団

員

谷

口

直

寅

第
7
分

団

団

員

荒

川

哲

夫

第

8
分

団

団

員

只

石

数

久

第
9
分

団

団

員

三

田

勝

之

第
9
分

団

団

員

滝

川

久

之

第
9
分

団

団

員

吉

川

勉

第
9
分

団

団

員

山

越

政

雄

第

叩

分

団

団

員

嶋

津

勝

美

第

日

分

団

団

員

油

本

哲

雄

第

日

分

団

団

員

吉

崎

敬

二

第

日

分

団

団

員

加

藤

康

彦

第

凶

分

団

団

員

浜

田

信

義

保
全
整
備
優
秀
消
防
車
表
彰

第
ロ
分
団

直
二

義
信

康満 義 龍
造昭勇昭吉

優
良
機
関
員
章

赤
色
章

第
3
分

団

班

青
色
章

第
ロ
分
団
団

幸
弘

長

高

橋

勇

員

村

崎



広報うおづ (12)

第
初
回
富
山
県
青
年
海
外
派
遣

一規-

m歳
i
お
歳

最
高
学
年
に
在
学

①
派
遣
国
西
ド
イ
ツ

・
ス
ペ
イ
ン

②

期

間

平

成

2
年
叩
月

2
日
(
火
)

i
U
日
(
日
)
の
日
日
間

③
人

員

一

般

部

門

約

匂

名

農

業

部

門

約

日

名

④
募
集
期
間

3
月
ロ
日
(
月

)
l

4
月
ロ
日
(木
)

⑤
負
担
金
約
四
万
円

⑥
年
齢
要
件

一
般
青
年

平成 2年 4月

初
歳

i
m
歳

児童・生徒に給食費など援助

斜
初

第
叩
回
富
山
県
婦
人
海
外
派
遣

①
派
遣
圏
西
ド
イ
ツ

・
ス
ペ
イ
ン

②

期

間

平

成

2
年
叩
月

2
日
(
火
)

l
U
日
(
日
)
の
日
日
間

③
募
集
人

員

約

初

名

④
募
集
期
間

3
月
ロ
日
(
月

)
i

4
月
ロ
日
(
木
)

約
四
万
円

⑤

負

担

金

市
で
は
、
小

・
中
学
校
児
童
生
徒
の
う

ち
、
経
済
的
理
由
で
就
学
に
お
困
り
の
方

に
対
し
、
学
校
で
必
要
な
学
用
品
費
、
給

食
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

V
対
象
と
な
る
方

。
前
年

4
月
以
降
に
生
活
保
護
の
廃
止
又

は
停
止
と
な
っ
た
方

。
市
町
村
民
税
の
非
課
税
世
帯

。
児
童
扶
養
手
当
法
第

4
条
に
基
づ
く
児

童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方

。
そ
の
他
、
収
入
の
程
度
か
ら
み
て
援
助

の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

V
援
助
を
受
け
ら
れ
る
費
用

学
用
品
費
、
給
食
費
、
修
学
旅
行
費
、

校
外
活
動
費
、
遠
距
離
通
学
費
、
医
療

費
(
う
歯
、
ト
ラ
コ
ー
マ
及
び
結
膜
炎
、

中
耳
炎
な
ど
の
学
校
病
に
限
る
。)

⑥
年
齢
要
件

・
初
歳

1
日
歳

・
日
歳

jω
歳
で
地
域

活
動
が
顕
著
な
者

0
間
合
先

市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課

宮

n
|
2
2
0
0

内
線

4
4
1

V
申
請
の
手
続
き

申
請
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入

し
て
、
学
校
又
は
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
今
ま
で
援
助
を

受
け
て
い
る
方
で
、
引
続
き
援

助
を
希
望
さ
れ
る
方
も
、
再
度
、

必
ず
申
請
の
手
続
き
を
お
取
り

く
だ
さ
い
。

V
申
請
の
受
付
期
間

4
月
4
日
(
水
)1

4
月
日
日
(月
)

V
間
合
先

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

宮
②
2
2
0
0
内
線

4
3
1

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
は
、
市
内
在

住
及
び
市
内
に
勤
務
す
る
鈎
歳
以
下

の
皆
さ
ん
が
、
教
養
を
深
め
た
り
自

主
的
な
サ
ー
ク
ル
活
動
を
行
う
た
め

の
施
設
で
す
。
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
ホ

l
ム
で
は
、
パ
ス
ハ
イ
ク
、

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
、
毎
月
楽

し
い
行
事
も
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
開
館
時
間
午
後
0
時
初
分
か
ら

午
後
9
時
ま
で

マ
休
館
日
日
曜
日

・
祝
日

・
年
末

戸
「
ム
ロ

手
占
合
員

マ
使
用
料
無
料
(
教
養
教
室
は
受

講
料
が
必
要
)

マ
申
込
先
市
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

(
火
の
宮
町
1
|

日
)

8
2
1
4
3
3
0
 

教養教室 曜日 時 間 講 自市

7-" 18:00-20:00 
料理教室

木
浜多夏子

18:30-20: 30 

抹生f[(甚皇持h花茶風千前教教t草事室室) I ) 

木・金 17:30-20:00 野田はつ枝

月 18:00-21 :00 泉 澄子

水 18:00-21:00 高 森 知 音

きもの着付教室 金 19:00-21:00 高山すみ子

手編教室 火 18:30-21:00 奥村初音

サー クル 曜日 時 間

手話サーク jレ「たんぽぽ」 月 19 :00-21 :00 

杜 →ヌで、 ゲ ン ス 水 19:30-21:00 

軽 立回主己 楽 金・土 19:30-21:00 

フォークギター 木 19: 30-21 :00 

絵画サークル「求美会」 木 19: 30 -21: 00 

ズ ム 体 操 土 19 :00-20: 30 

ボ ア イ ビ jレ 毎日 随 時

テニスサークル「どんきはーて」 火 19 :00-21 :00 

バレーボール「ミズ・ピュア」 月・水 随 時



道
下
保
育
園
で
お
別
れ
会

主竺型式小
川
寺
の
春
祭
で

西
布
施
保
育
園
児
に

「
こ
わ

i
い
」
祝
福

平成 2年 4月広報うおづ(13) 

大
町
幼
稚
園
卒
業
お
茶
会

醸檎阪司副週

...憩
温い
吻の

祭化文館民F、.
~ 

片
貝
大
明
神
と
庚
申
塚
雄
.
 

• ~'./，'/. 先《からくのメ， 切:セ.:;'，~相以ッ;

塚申

元
気
く
ん
と
ス
ワ
ス
っ
ち
ゃ
ん

智
之
く
ん

(真
人

・
八
七
き
ん

夫
妻
の
次
男
)

仏
国

平
成
元
年
6
月
ロ
日
生
ま
れ

牧
野
友
起
子
ち
ゃ
ん

(俊
郎

・
佳
子

さ
ん
夫
妻
の
長
女
)

友
道

平
成
元
年
4
月
幻
日
生
ま
れ

谷自
《
お
母
さ
ん
の
て
一一
一
口》

体
の
大
き
な
ジ

ャ
ン
ボ
・
ベ
ビ

l
、

心
も
体
に
負
け
ず
に
大
き
な
子
に
な

っ
て
ネ
。

h-vt
、

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

明
る
く
元
気
に
、
そ
し
て
素
直
で

や
さ
し
い
子
に
育

っ
て
ほ
し
い
。

片貝大明神

県
道
の
片
員
大
橋
か
ら
天
神
に
百
灯

ほ
ど
入

っ
た
路
傍
の
墓
石
群
の
中
に
、

こ
の
二
基
が
ひ

っ
そ
り
と
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
は
片
貝
川
の
間
監
を
鎮
め
ま
つ

る
祈
り
を
こ
め
た
も
の
で
あ
り
、
他

は
庚
申
の
夜
の
災
い
を
避
け
る
供
養

か
道
祖
神
風
に
村
の
境
界
付
近
に
建

て
ら
れ
た
も
の
ら
し
く
、
と
も
に
昔

日
の
生
活
を
し
の
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
ば
と

児
童
セ
ン
タ
ー

告
別

|
2
4
0
2

-
4月
の
行
事
|

〔
く
す
玉
づ
く
り
〕

4
日
(
水
)

日
日
(
水

)
4
じ

〔
プ
ラ
パ
ン
〕

日
日
(
木
)
4
じ

ー

5
月
の
行
事

|

〔
子
ど
も
の
日
の
つ
ど
い
〕

5
日
(
土

)
3
じ

映
画

「
一
休
さ
ん
」
「
青
い
鳥
」

〈
休
館
日
〉

毎
週
月
曜
日

・
国
民

の
祝
日

(
5
月
5
日
を
除
く
)



(14) 広報うおづ

ラ
ウ
ン
ド
夜
間
開
放

み
ん
お
の
ま
が

E
V

平成 2年 4月

一
面
一
、

O
三
O
円

市
教
育
委
員
会
体
育

課

宮
②
2
2
0
0
内
線
4

5
1

東
・
西
中
学
校
、
大
町
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
、
次
に
よ
り
平

成

2
年
度
夜
間
開
放
(
グ
ラ
ウ
ン
ド
)

を
開
始
し
ま
す
。

0
期
日

4
月

9
日
(
月
)
か
ら

O
申
込
受
付
毎
週
月
曜
日

午
前

8
時
叩
分

1
ロ
時

魚
津
市
教
育
委
員
会
体
育
課

8
2
1
2
2
0
0
内
線
4
5
1

天
神
山
野
球
場
に
ナ
イ
タ
ー
照
明
完
成

待
望
の
本
格
的
ナ
イ
タ
ー
照
明
設

備
が
、
こ

の
ほ
ど
天
神
山
野
球
場
に

完
成
し
、

4
月
お
日
(
月
)
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

照
度
は
内
野

5
0
0
ル
ッ
ク
ス
、

外
野

2
0
0
ル
ッ
ク
ス
で
、
野
球
で

は

2
面
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
は

4
面

が
そ
れ
ぞ
れ
同
時
に
利
用
で
き
る
大

型
の
施
設
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
体
力
づ
く

り
及
び
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て
広

く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ

使

用

期

間

毎

年

4
月
か
ら
叩
月

ま
で
の
毎
日

マ
使
用
時
間

1
回
2
時
間

マ
使
用
料
金

マ

申

込

先

:ミミミ~~察REEF奪還í~~~議違憲業ポぷヴ教室~~~~t満期宇野:

受講生募集

ジュニア体操 ズ ム 体 操
教室名

トランポリン 夜の部 畳の部 朝の部

日程 日 水曜 日 水 日程 日 金曜日

時間 PM 5: 30 -7 : 00 PM 7: 20 -8 : 50 PM 1:30-3:00 AM 10: 00 -ll : 30 

対象 5歳児以上小学生まで 高校生以上の女性 中高年女性 一般女性

定員 50名 100名 50名 100名

場所 缶 津 市 総 Aロ、 体 育 健

4月 4、 11、 18、 25 6、13、20、27

5月 16、 23、 30 18、 25
期間

6月 6、 13、 20、 27 1、8、15、22、29

7月 4、 11、 18 6、13、20

受講料 1000円入館(保ご険と料20)のほ 360円(保険料)のほかに入館ごと60円か に 同

申込先 魚津市総合体育館 ft22-1263 

県
立
魚
津
高
等
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
夜
間
開
放

県
立
魚
津
高
等
学
校
で
は
、
平
成

2
年
度
か
ら
次
に
よ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
夜
間
開
放
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
。
体
力
づ

く
り
の
場
。
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

O
期
日

平

成

2
年
4
月

9
日
(
月
)

か
ら

o
開

放

時

間

午

後

7
時

1
9
時

(
時
節
に
よ
り
異
な
る
)

O
申
込
方
法
利
用
団
体
は
学
校
に

登
録
し
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
よ
り
開
放
利
用
す
る
。

O
料
金

1
時
間
間
円
(
コ
イ
ン
制
)

0
間
合
先

県
立
魚
津
高
等
学
校
事
務
室

E
n
l
0
2
2
1
 

;忍

総千
血ツ
省・少

結面

団

式

魚
津
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
結

図
式
が

4
月
日
日
(
日
)
吉
田
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
、
必
団
(
団
員
約
一

六
O
O人
、
指
導
者
二

O
O人
)
が

一
同
に
会
し
、
平
成

2
年
度
の
活
動

の
決
意
を
力
強
く
宣
言
し
ま
す
。

4議題徴兎_ :滋道義援護き

と き 行事名 ところ

8日(日)
市野球審判講習会 桃山野球場 !

AM 9:00 

AM10:00 市スポーツ少年団 吉田グラウ

総合結図式 ンド
15日(日)

全国軟式少年野球

PM 1: 00 市予選
桃山野球場

15日(日)
高松宮杯争奪 桃山 ・天神

22日(日)
野球市予選 山野球場

29日(日)

22日(日)
二市ー郡中学校

29日(日)
野球大会

桃山野球場

AM 9:00 

22日(日)
市春季車球大会 総合体育館

AM 9:00 

第10回記念
水族館

29日(日) しんきろう
発着点

ロードレース大会



国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
肪
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

魚
津
市
国
保
で
は
舎
年
度
も
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

成
人
病
ド
ッ
ク

初
歳
か
ら

ω歳
ま
で
の
方
で
一
年

以
上
国
保
に
加
入
し
て
お
り
、
保
険

税
を
完
納
し
て
い
る
人
が
対
象
。
個

人
負
担
は
七
、
二

O
O月
初

人

を

予

定
し
て
い
ま
す
の
で
申
込
み
は
お
早

目
に
。コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ド
ッ
ク

ω歳
か
ら
必
歳
ま
で
の
方
が
対
象
。

調
査
表
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
記
入

し
て
返
し
て
く
だ
さ
い
。
す
べ
て
郵

送
な
の
で
ご
協
力
ね
が
い
ま
す
。
個

人
負
担
は
無
料
。

平成 2年 4月

医

療

費

通

知

医
療
費
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
年
6
回
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

広報うおづ

家

庭

訪

問

指

導

市
が
委
嘱
し
た
保
健
指
導
員

(
1

名
)
が
各
家
庭
を
訪
問
し
て
保
健
指

。。

導
を
行
い
ま
す
。

広

報

動

活

毎
月
、
市
広
報
で
国
保
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

異
動
の
届
出
は
日
日
以
内
に

毎
年
の
こ
と
で
す
が
今
月
は
就
職
・

退
職
・
転
入

・
転
出
な
ど
異
動
の
多

い
月
で
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
国
保
の

資
格
の
異
動
も
発
生
し
ま
す
が
、
つ

い
う

っ
か
り
し
て
届
出
を
忘
れ
て
し

ま

っ
て
、
あ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
国
保
の

異
動
が
あ
れ
ば
世
帯
主
は
凶
日
以
内

に
届
出
を
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

寸
可
司
司

胃
か
い
よ
う
の
再
発
を
防
ぐ
に
は

季
節
の
変
わ
り
目
は
、
自
律
神

経
や
ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
バ
ラ
ン
ス

が
く
ず
れ
や
す
い
と
き
。
決
算
期
、

人
事
異
動
な
ど
と
過
労
や
ス
ト
レ

ス
も
加
わ
っ
て
、
胃
か
い
よ
う
の

再
発
で
悩
む
人
の
多
い
時
期
で
す
。

再
発
を
防
ぐ
た
め
の
ス
ト
レ
ス

解
消
法
は
各
人
各
様
と
し
て
、
基

本
的
に
は
ま
ず
睡
眠
を
十
分
と
る

こ》」
。

食
事
は
規
則
正
し
く
、
食
べ
す

ぎ
飲
み
す
ぎ
を
さ
け
る
の
は
当
然

で
す
が
、
空
腹
を
が
ま
ん
し
て
い

る
こ
と
の
ほ
、
つ
が
い
け
ま
せ
ん
か

ら
、
少
量

の
間
食
や
夜
食
を
と
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。
食
べ
て
い
け

な
い
も
の
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

晩
酌
も
適
量
な
ら
ス
ト
レ
ス
解
消

に
な
る
し
、
胃
酸
の
少
な
す
ぎ
る

人
に
は
刺
激
剤
に
も
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
タ
バ
コ
は
再
発
の
大

き
な
引
き
金
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

せ
っ
か
く
の
薬
の
効
果
を
な
く
し

て
し
ま
う
作
用
も
あ
り
ま
す
。
減

煙
な
ど
と
言
わ
ず
、
き
っ
ぱ
り
禁

煙
す
る
こ
と
で
す
。

有
望
な
新
薬
も
出
て
い
ま
す
か

ら
、
自
分
勝
手
に
売
薬
な
ど
で
済

ま
せ
る
の
で
な
く
、
医
師
の
処
方

の
も
の
を
き
ち
ん
と
服
用
す
る
こ

と
。
再
発
を
く
り
返
す
場
合
は
、

手
術
で
す

っ
き
り
治
す
こ
と
も
考

、
え
念
品
、
し
ょ
、
っ
。

国
民
年
金
の
受
給
者
は
年
々
増
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
物
価
の
上
昇
に

あ
わ
せ
て
年
金
額
も
毎
年
増
額
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

こ
う
し
た
年
金
給
付
の
大
き
な
財
源

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
毎
年
保
険

料
が
改
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

平
成

2
年

4
月
か
ら
、
保
険
料
は

月
額
八
、
四

O
O
円
(
現
行
八
、

0
0
0

円
)
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
負
担

も
増
え
ま
す
が
、
年
金
制
度
を
支
え

る
た
め
に
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
付
加
保
険
料
は
月
額
四

O
O

円
の
ま
ま
変
わ
り
ま
せ
ん
。

側
、
ボ
ル
長
還
を
は

危
際
で
は
あ
り
ま
せ
ん

単
相
三
線
式
加
ボ
ル
ト
は
、
片
線

の
対
地
電
圧
が
各
々
川
ボ
ル
ト
で
す

か
ら
、
安
全
性
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

h
Hγ 一新

200ボルトにしても

電気代は同じです
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保 だより (4月〉 お問い合わせは

魚津市健康センター

(吉島)ft24-3999、苦労して治療するより、まず予防H

6 5 4 日3月5 30 29 22 15 8 日1月4 6 5 4 日3月5 30 29 22 15 8 日1月4 " 
日 日 日 日 日 日 日 日

歯科
日 日 日 日 日 日 日 日 4Z 

日 土 金 木 月 日 日 日 日 日 日 土 金 木 月 日 日 日 日 日
月

開音見 医院科峰村歯医院平井街科

貢

E里
科歯医院千代科内間島国 τ青1タj歯科山E 医院村歯科河 医院科女歯)11 

合壁
浦 浦

米E 匡桝院 扇医院谷 大崎医院 江幡医院

浦 浦

米択医院
容品士田 病院回 病院田 病院回 病院回

の
休

宮哲449部E 黒畠町 宮管。日7 部新黒真神 宮終27 部黒市日宮雪5部量木 宮鯉4 口0部黒地 宮?。口部黒真山
宮管67l部三黒室市日宮位。91 部地黒

宮恒部

宮雪37白黒部E 市日

本 本 新

@古399 通失中り

友 北 浜 本 本 新 日

@ E 50 5 4 E E @ 5口5 3 江
書77金屋

世@ 3 5 5 1董書O30 1 江鬼 @ E 50 5 4 E 霊@口3 55 雪江
書77金屋 療診医※診療時間はいずれも

3 1 
。1市日 午前9時~午後 5時 7 7 7 7 まで。 7 

ー一、
診療日/ 日曜日 ・祝日 (所在地)黒部市三日市

新川地区休日夜間

急患医療センター
診療時間/午後 7時~午後11時 (黒部市消防署向側)

診療科目/内科 ・小児科 ・外科 宮 @0731

内 ~曲ヨ~・ 対 象 と き と 、干ー ろ 備 考

母親学級 (A) 妊 婦 と そ の 家 族 4月27日倒 9:30-16:00 -・・・ー・・・・・........・・・........--i惨 昼食をご持参ください。

育児サロン 幼児と保育者 4月13日幽 10 : 00 -11 : 30 魚津市健康センター

4か月児健診 か 月 児
4月12日附 13:00-13: 30 

一一ー一 ーー一一一一lー-→→ 

ツベリクリン反応検査を併せ
4 

4月26日(柑 て行います。
" 

8か月児健診 8 力、 月 児 4月11日附 13 :00-14:00 
麻しん(はしか)の接種券を
発行します。

離乳食講習会 " 4月13日幽 13 :00-13: 30 歯ブラシとタオルをご持参〈

1歳 6か月児健診 63年 9月生まれの児 4月24日(火) 13 : 00 -14 : 00 ださい。

ツベルクリン反応検査 8 か 月 児 4月11日。同 " s.c・G予防接種 4月13日働 13:30-14:00 
魚津市健康センター

" 
股関節脱臼検診 満 3 か月 児 4月 5日附 13:00-13 :30 魚津保健所 お母さんの貧血検査も行います。

心 の健康相談 一 自生 市 民 4月24日(火) 13 : 30 -15 : 00 魚津保健所 老人ポケの相談も受けます。

機(リ能訓ン練) 脳卒中後遺症のある人
4月5日附 10:00-15:00 

魚津市健康センター
訓練は 10:00-12:00 

ハピリテーショ 4月19日附 " 診察は 13:00-14:00 

健 康 相 談 青空 市 民
4月19日同 13 :00-14:00 魚津市健康センター 血圧測定・心電図・検尿診察が受けられます。

一
4月3日(刈 10:00-11: 30 百 楽 荘 血圧測定・相談

4月19日同 8:00-10:00 
勤労青少年ホーム 料金 720円

4月27日幽 " ただし、 4月 1日-3月31日

胃 がん検診 一 般 市 民 5月7日(月) " 大町公民館 に40、50、60歳になる人と70

5月8日(刈 " 
歳以上の人は無料

" -子宮がんは30歳も無料
毎週水曜日 9:00-11 :00 黒部保健所.-申し込みは、黒部保健所へ

4月19日附 宮52-1224

4月27日幽
13:00-14:00 勤労青少年ホーム

5月7日(月)
大町公民館子宮が ん 検診 一 般 市 民 " 5月8日(刈

市内産婦人科、病、医院
料金 1，030円

随時 た丈ゴし、 4月 1日-3月31臼

申し込みは、健康センターへ に30、40、50、60歳になる人
520円

4月19日同
13 : 00 -14 : 00 勤労青少年ホーム 料金 1，130同

乳が ん検 診 一 般 市 民
4月27日幽 たfごし、 4月 1日-3月31日

5月7日開)
大町公民館

に30、40、50、60歳になる人

" と70歳以上の人は無料
5月8日(刈

。がん検鯵希望者は、実施日10日前までに魚津市健康センターへ申し込んでください。予定数に達し次第締め切ります。
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対 象 と き と 、、~ ろ

13 : 30-14 : 00 魚j章市健康センター

-第 1期=3回 接 種 第 l回目 第 2回目 第 3回目 該当地区

… 村木、道下
(24か月;) 4月 4日(水)5月 1日(刈 6月 4日(月)

48か月児
経由、西布施

-第 2期=1回のみ 4月 6日幽 5月 7日(月)6月 5日(刈
松倉、上野方

… 片貝、加積、天神
接種(第 1期完了

大町、住音
後12か月 -18か月 4月 9日(月)5月11日幽 6月 7日(柑

上 中 島、本江

の問) 受けなかった
6月29日幽

全地区の方

〔備考〕

-体温は自宅で計ってきてください。

-母子健康手帳、印かんを持参ください。

※接種できない幼児

①発熱、または心臓、じん臓、肝臓疾患などのために治療している幼児。

②接種前 l年以内にけいれんの症状を起こしたことのある幼児。

③過去において、この予防接種により、副反応を起こしたこと のある幼児。

④その他、接種を行うことが不適当と認められた幼児。

肺
が
ん

大
腸
が
ん
検
診

• 

肺
、
か
ん
検
診

ン
タ
l

へ
電
話
で
ど
う
ぞ
。

大
腸
、
か
ん
検
診

5
月
日
日
(
日
)
(
午
前
中
)

市
総
合
体
育
館

5
月
児
日
(
金
)
(
午
後
)

魚
津
保
健
所

5
月
幻
日
(
水
)
(
午
後
)

健
康
セ
ン
タ
ー

O
料
金

7
2
0円

(
た
だ
し
節
目
年

齢
の
方
は
無
料
で
す
)

O
申
込
み
は

4
月
末
日
ま
で
健
康
セ

広報うおづ(17) 

市
で
は

4
月
1
日
か
ら
大
腸
が
ん

検
診
を
行
い
ま
す
。
検
査
は
自
分
で

試
験
紙
に
便
を
塗
る
だ
け
の
簡
単
な

も
の
で
、
家
で
行
い
検
査
機
関
へ
郵

送
し
ま
す
。
料
金
は

2
、

1
6
0円

で
郵
便
振
込
で
送
り
ま
す
。
詳
し
い

こ
と
に
つ
い
て
は
健
康
セ
ン
タ
ー
窓

口
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

|犬|
|σ) I 

|登 1

|録

:とI

予
防
J王
射

各
地
区
公
民
館
な
ど
で
行
わ
れ
て

い
る

H

生
命
の
貯
蓄
体
操
。
の
初
心

者
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
体
操

で
あ
な
た
の
身
体
の
内
に
あ
る
か
自

然
治
ゆ
能
力
。
を
高
め
、
健
康
と
若

返
り
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

特
に
肩
こ
り

・
腰
痛

・
自
律
神
経

失
調
、
身
体
が
硬
い
な
ど
で
お
悩
み

の
方
に
お
す
す
め
し
ま
す
。

-
期
間

5
月
9
日
1

7
月
お
日
ま

で
の
毎
週
水
曜
日
(
ロ
回
)

・
時

間

午

前

9
時
初
分

i日
時
初
分

-
と
こ
ろ
及
び
申
込
先

魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー

g
M
|
3
9
9
9
 

テ
キ
ス
ト
代
別
円

-
費
用

健(4 ¥ 
康l月 l
テ¥の /
レ¥ノ

ホ
ン

サ

8
0
7
6
4
I
G
l
0
0
0
3
 

(
月
)
ス
ギ
花
粉
と
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状

(
火
)
こ
ど
も
の
気
管
支
ぜ
ん
そ
く
の

早
期
対
策

(水
)
性
病
に
か
か
る
と
、
ど
ん
な
症

状
が
出
る
か

(
木
)
糖
尿
病
と
歯
科
治
療

(
金
)
不
眠
症
と
睡
眠
薬

(土
・
日
)
肱
献
椋
ヘ
ル
ニ
ア

。
提
供
及
び
間
合
先

富
山
県
保
険
医
協
会
(
富
山
市
桜

橋
通
り
6
l
U
フ
コ
ク
ビ
ル
日

F

8
0
7
6
4
1
位

1
8
0
0
0

-
登
録
手
数
料

(鑑
札
)
二
、
一
O
O
円

}

i

}
一
頭
に
つ
き
四
八

O
O
円

・
注
射
料
、
交
付
手
数
料
二
、七

O
O
円
」

月日 時~時 実 施 場 所

9:30-10:00 長引野公民館

10: 10-10:40 西布施公民館

4.17(刈 10: 50 -11 : 20 天 神 o ‘ 民 自官

11 : 30 -12: 00 新川森林組合

13: 30-14:30 大 町 ノ4、J、} 民 自官

10: 00 -10 : 20 片 貝 公 民 館

10:30-10:50 横 キ充 /j下A、 民 皇官

4. 18(7}¥) 11 :00-11: 20 石 垣 o 民 自官

11 : 30 -12: 00 大海 寺 新公民館

13:00-14:00 農協上野方支所

9:00-9:30 北 山 鉱 泉

9:40-10: 10 農協松 倉 支 所

10:20-10:50 松 メ居b、 連 絡 所

11 :00-11 :20 有 山 公 民 自富
4.19(村

11 : 30 -12: 00 上中島公民館

13:00-13: 30 下中島公民館

魚津市教育センター
13:50-14:20 

(住吉小学校)

9:30-11:00 青島三区公民館

4.20幽 11 : 30 -12: 00 江口多目的研修センター

13:00-15:00 加 積 ムF下‘、 民 館

9:00-11:00 経 回 o 民 自官

4.21ω 11: 15-12:00 日本カーバイド厚生会館

13:00-15:00 魚、 j掌 保 健 所

4.22(日) 9:00-12:00 魚津市健康センター
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お 失ロ ら せ informαtion 

〈敬称略〉

録証謀議議九
0と き 4月24日(刈午後 l時-4時 oと き 毎週月曜日と木曜日

( 3月10日現在)

50，000円

100，000円

30，000円

30，000円

0 ところ市役所会議室 午前 9時~午後 5時

県弁護士会の弁護士が法律相談を行 oところ 教育センター相談室

います。

魚津市土地改良区総代の

選挙期日決定

今年の 4月29日任期満了による総代の

選挙が次のと おり行われます。

。告 示日 4月10日快)

。選挙期日 4月17日(!k)

総代の定数は81人で、選挙区及び各選

挙区において選挙すべき総代の定数は次

のとおりです。

選挙区 選挙区域 総代数

第 l選挙区 旧旧下上中中島島村村 15人

第 2選挙区 旧松倉村 8人

第 3選挙区 旧上野方村 6人

第 4選挙区 旧下野方村 5人

第 5選挙区 旧片貝谷村 12人

第 6選挙区 旧加積村 7人

第 7選挙区 旧道下村 7人

第 8選挙区 旧天神村 6人

第 9選挙区 旧西布施村 10人

第10選挙区 旧経田村 5人

吟 登記所からUr
登記所にある会社の登記簿及び各種の

法人の登記簿の閲覧は、 4月 1日から有

料となります。料金は一登記用紙につき

300円です。また、これまでの土地・建物

登記簿の閲覧などの手数料も次のとおり

改訂されます。

0土地 ・建物登記簿の閲覧

200円→ 300円

0騰本 ・抄本 400円→ 500円

o証明 200円→ 300円

。印鑑証明 200円→ 300円

なお、詳しいことは富山地方法務局魚

津支局へお尋ねください。 ft22-2577

4月のLPガス保安調査

5，000円

50，000円

20，000円

30，000円

2，000円

50，000円

3，532円

30，000円

50，000円

50，000円

30，000円

5，000円

29，332円

5，284円

5，000円

0 とき 5月8日(刈-7月6日幽

午前 9時30分~午後 3時 (21回)

0 ところ 魚津地域職業訓練センター

(川縁121の 1) 

0定員 20名 (申込み多数のときは、選

考に より決定します。)

0対象修了後就業希望の女性

0内容 ワープロの基礎から 3級検定受

検を目標に指導します。

0受講料 無料(ただし教材費自己負担)

0締切 4月20日幽

0申込先 市就業相談コーナー(市役所

商工観光課内)ft22-2200内線

311(週の火 ・水 ・金曜日 )

調理技術講 習
0 とき 5月8日(刈-7月17日(刈

実施地域…道下地区 (釈迦堂 ・駅前新 午前 9時30分~午後 3時 (21回)

町・ 青島)。 調査には県認定LPG保安セ 0 ところ 滑川市働く婦人の家

ンター調査員が伺います。 ft24-5340 0定員 ・対象 ・受講料 ワープロと同じ。

L P 7ゲスの保安調査は2年に一度地区 0内容 調理の基礎から応用まで。

を決めて行っていま.す ご不在のときは 0締切 4月27日幽

間合先 市選挙管理委員会 当センター又は取引先のガス販売庖へご 0申込先滑川市就業相談コーナー

宮 22-2200内線231 連絡ください。 ft0764ー 75-5780

〈ご利用ください〉キャプテン・サービス(テレビ画面案内)一市役所ロビー・水族館無料休憩所一
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農作業標準 終 金 J:''::i!r. . r犯の;悉真2 募集 !11::' ' : :l~~ 航船海i支えi一般公開

平成 2年度農作業標準料金は去る 3丹 市内で栽培されている花の写真展を 11 わが国の名帆船 「海王丸」が、 富山新

の農業委員会総会で次のょっに決まりま 月の市農業祭において開催しますので、 港で4月28日から一般公開されます。

した。 こぞって出品してください。 5月6日(日)までのゴールデンウィーク

(10アール当たり) 1>対象(テーマ) 市内で栽培されている には多彩なイベントが開催されます。期

区 分 標準料金

荒起し 6，300円

フ 荒くり 2，800円
ク

代かき 2，800円タ

計 11，900円

田 キ直 機 6，100円

コンノ〈イン 17，700円

人夫賃金 7，900円

春の農作業安全運動

4月7日-5月17日

花 (かのこゆり、チューリ ップ、水仙 問中は、かなりの混雑が予想され、乗船

など)又は花の風景、花との生活など。 できない場合もありますので、海王丸イ

1>作品 1枚写真(四ツ切り、カラー写 ンフォメーションでご確認ください。

真) fi0766-82ー 5881

b応募資格魚津市民で作品は自作に限 乗船料金 ( )内は30人以上の団体料金

る。
大人 |小人 (小・中学生)

b応募点数 1人3点以内
400円(350円)I 200円(150円)

b締切 9月末日

b送り 先 魚津市釈迦堂 1-10-1 また、大人2枚と子供2枚綴りで1，200

魚津市役所農政課 fi22-2200内線352 円の富山公開記念乗船券 (写真 5枚組み

漁;湾機嫌職長観練センター
春のゲ高木即 売 会 話 d恒三占、ι 川

合わせ)を発売しておりますので、お近

くの JR駅窓口、農協、デパートなどで

お求めください。

1>と き 4月8日(日)午前9時~午後3時 開館時間が変わります
bところ 魚津市役所前公園

1>種類 ドウダンツツジ、カエデ、サ
0火曜日一土曜日

ザンカなど400種、 4000本
午前 9時~午後 5時30分

b主催魚津市緑化推進委員会 0日曜日 午前 9時~午後 l時

新川森林組合

: : l[~ 緑花木の街頭無償配布 !i1::

※休館日 (月曜 ・祝祭日 )を除き 、今ま

でどおり午後 9時まで利用することが

できます。

「水と緑につつまれたうるおいのまち、

ゆとりあるまちづくり」をめざして、次

により緑花木街頭無償配布を行います。

1>とき 4月25日附午 後 1時30分

bところ 中央通り (鷹休漆器庖横)

b花木サザンカ、ツツ ジ な ど

納期案内
固定資産税第 1期分の納期限は

5月1日です

求めています1?~..... <求人情報〉

性別 職種 年齢 賃金 地区 人員 資格等

事務員 18-40 10-2万5円 新 金 屋 l 普簿記免3 級

営業 20-40 12-20 釈迦堂 2 
高卒以上

サービス 経験者優遇

男 庖 員 18-50 14-35 本 江 10 経験者優遇

金型成型工 15-55 15.5-23.5 一 ケ 3 普免

機械修理及
18-60 15-18 本 町 3 不問ぴ据付工事

トレース工 18-45 10.7-15 横 f土 2 高卒以上

一般事務 18-30 10-12 上 村 木 l 高卒 ・普免

女 販売買 18-50 10.8-11 中央通り 1 不問

機械工 18-50 10.8-12.8 三ロt 野 3 不問

写植
18-30 11.5-16.5 黒・三日市 3 高卒以上オペレーター

高校

20 I大型 |配管工事6年 高校

プロック械工
中学22年

12 I普免 大学

調理 l年 高校

高校

11 I普免 |販売 2年

※詳しくは、魚津公共職業安定所(宮24一0365)へお問い合わせください。求人テレホ ン・サービス fi'24-8841 男子(月 ~木)、女子(金~日 )

〈ご利用ください〉市政情報テレホン・サービス ft22-3600
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